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Abstract
First year experience in Nagasaki International University（NIU）is constructed by three classes, 
Introduction to Hospitality, First year seminar, and Culture of tea ceremony.
Especially a class of Introduction to Hospitality is very important class because basic of educational 
philosophy in NIU stands for acquiring hospitality.　Moreover, in order to foster school spirit of students, 
it is necessary to shorten the distance between the university and the student.　On the basis of this idea, faculty 
and staffs worked together to teach a first year seminar class.　During and after our practice of first year 
seminar, three different kinds of survey was conducted. i. e., １）a survey to understand the condition of first 
year students at the begging of entering university, ２）a survey to grasp students' idea about Introduction 
to Hospitality, ３）a survey to hear opinion by teachers.
As a result of survey about １）, there is a difference among departments in terms of relation between 
university and students before the entrance, motivation of entrance, and attitude toward to campus life.　
The result also showed that much of students feels insecure at the beginning of enrollment.　A result from 
２）revealed that student had started to think about hospitality through a class.　Students also had positive 
impression about the class because they could learn from various teachers and they could be friends with 
students from different departments.　However the results was not a uniform state across departments.　
A result from ３）revealed that more than half of teachers admitted the meaning of Introduction to Hospitality, 
原　著　論　文 




































and they felt that they became closer to students.　There was also some suggestions to lead improvements 
of the class.
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オープ ン・キャン パ ス・プ ロ
ジェクト②７
（予）キャリアの意味を調べてお
く
（復）授業ノート提出
本学の事務職員の仕事について理解し、職員の経歴をもと
に、仕事とホスピタリティの関係を考察する。
事務職員のキャリアとホスピタ
リティ８
（予）ホスピタリティ体験を考え
ておく
（復）行動目標の完成
自己診断を通じて自分自身が持つホスピタリティの度合いを
認識するとともに、ホスピタリティを実践するための行動目
標を設定する。
自己診断ツールによるホスピタ
リティ度の自己認識９
（予）他言語を学ぶことの意義を
考えておく
（復）授業ノート提出
グローバル化する社会の多様な文化の中におけるコミュニ
ケーションのあり方を考察する。国際化とホスピタリティ１０
各専攻分野に求められるホスピタリティ１１
学科別の課題とホスピタリティ①１２
学科別の課題とホスピタリティ②１３
学科別の課題とホスピタリティ③１４
（予）授業ノートをまとめておく
（復）授業の改善点の完成
「ホスピタリティ概論」での成長を診断するとともに、授業
の改善点検討し、まとめる。
「ホスピタリティ概論」を受講
して１５
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参考資料②
ホスピタリティ概論クリッカー質問事項
１．ご入学、おめでとうございます。さて、本学の学長は何番でしょう？
①木村副学長の写真　②中島学長の写真　③理事長の写真　④事務局長の写真　⑤副学長の写真
２．新入生対象の全学オリエンテーションは、よくわかりましたか？
①　非常によくわかった　②よくわかった　③どっちとも言えない　④分からなかった
⑤全く分からなかった
３．新入生対象の学科別オリエンテーションは、よくわかりましたか？
①　非常によくわかった　②よくわかった　③どっちとも言えない　④分からなかった
⑤全く分からなかった
４．入学して１週間の本学の総合的な印象はいかがですか？
①　素晴らしい　②まあまあ　③どっちとも言えない　④今一歩　⑤はずれー　⑥特別な印象はない
５．本学の建物に関しての印象は？
①　素晴らしい　②いいんじゃない　③どっちとも言えない　④何とかして　⑤建て直して
６．本学の先生方の印象は？
①　素晴らしい　②いいんじゃない　③どっちとも言えない　④余り良くない　⑤良くない
⑥まだわからない
７．本学の事務の皆さんに対する印象は？
①　素晴らしい　②いいんじゃない　③どっちとも言えない　④余り良くない　⑤良くない
⑥まだわからない
８．本学への進学は希望通りですか？
①　第一希望　②第二希望　③第三希望　④希望しなかったけど……　⑤希望大学は特になかった
９．進学した学科は希望通りですか？
①　第一希望　②第二希望　③第三希望　④希望しなかったけど……　⑤希望学科は特になかった
１０．本学（或いは学科）への進学に最も影響を与えた人（機会）は？
①　自分自身　②保護者及び家族　③高校の先生　④友人　⑤オープンキャンパス　⑥先輩　⑦部活
１１．いつ頃本学への進学を決めましたか？
①　中学時代　②高校１年生　③高校２年生　④高校３年生　⑤入学直前
１２．オープンキャンパスに参加しましたか？
①　複数回参加した　②１回参加した　③自分ではなく家族が参加した　④参加しなかった
１３．現在のくらしは？
①　家族と一緒　②寮生活　③アパートで一人ぐらし　④友人と一緒　⑤その他
１４．通学時間は？
①　３０分以内　②１時間くらい　③１時間半くらい　④２時間くらい　⑤２時間以上
１５．出身は？
①　長崎県内　②佐賀県　③福岡県　④大分県　⑤熊本県　⑥鹿児島県　⑦宮崎県　⑧沖縄県
⑨九州外の都道府県　⑩海外
１６．バイトは？
①　すでにしている　②探している　③していない　④するつもりはない　⑤考える余裕がない 
77
教職協働で行う初年次教育―ホスピタリティ概論の実践と課題―
１７．体への不安は？
①　全く不安なし　②不安なし　③どちらとも言えない　④少し不安　⑤非常に不安
１８．精神的な不安は？
①　全く不安なし　②不安なし　③どちらとも言えない　④少し不安　⑤非常に不安
１９．現在のくらしは？
①　全く不安なし　②不安なし　③どちらとも言えない　④不安　⑤非常に不安
２０．これからのキャンパスライフへの抱負は？
①　勉強するぞー　②友達作るぞー　③バイトするぞー　④部活頑張るぞー　⑤遊ぶぞー
２１．授業への抱負は？
①　毎回出席するぞー　②できるだけ出席するぞー　③単位が取れる程度に出席するぞー
④うまく休むぞー　⑤特になし
２２．先生方への要望は？
①　しっかり鍛えて　②優しく教えて　③分かるように教えて　④無視しないで　⑤仲良くして
⑥特に要望なし
２３．事務職員の方々への要望は？
①　厳しくして　②優しく接して　③分かるように教えて　④無視しないで　⑤特に要望なし
２４．本授業への要望は？
①　厳しく鍛えて　②優しく教えて　③分かるように教えて　④かまわないで　⑤寝させて
２５．クラスの皆さんへの要望は？
①　優しく接して　②仲良くして　③無視しないで　④かまわないで　⑤寝させて
２６．ところで、ホスピタリティとは？
①　優しさ　②親切な心　③思い遣る心　④競争しない心　⑤分からない
授業を通してホスピタリティを理解してください。
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参考資料③
ホスピタリティ概論　受講生調査質問用紙
　本調査は、平成29年度前期に実施した「ホスピタリティ概論」の10回目までの授業内容等について、学生の
皆様がどのような印象を持たれたか、或いは、このように改善した方がいいなと考えられたことについてお聞
きするものです。この結果から、来年の授業の改善を行いたいと考えています。期末の成績には全く影響しま
せんので、安心してお答えください。なお、回答は、１．全くそう思わない～５．非常にそう思うのいずれか
について、マークシートの番号を塗りつぶす形でお願いします。
　まず、学生番号と氏名をお書きください。また、調査にご協力いただける方は、各質問項目にお答えくださ
い。質問項目への回答をもって調査への同意を得られたことといたします。調査にご協力いただけない方は、
白紙で提出してください。
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質　問　項　目
５４３２１理事長や学長の講義で、本学がホスピタリティの育成を重視している理由が分かった。１
５４３２１理事長や学長の講義は、新鮮に聞くことができた。２
５４３２１ホスピタリティの起源と文化の講義は、興味深く聞くことができた。３
５４３２１ホスピタリティの起源と文化の講義で、その歴史や意味が分かった。４
５４３２１プレゼンテーションについての講義は、楽しく聞くことができた。５
５４３２１プレゼンテーションの講義で、その意義や方法が分かった。６
５４３２１オープンキャンパスへの提案を考える授業では、自分の意見を言えた。７
５４３２１オープンキャンパスへの提案のような具体的な活動ができる授業は、有意義である。８
５４３２１オープンキャンパスへの提案の授業は、楽しかった。９
５４３２１教員や事務の方々による仕事でのホスピタリティの話は、興味深く聞くことができた。１０
５４３２１教員や事務の方々による仕事でのホスピタリティの話は、役に立った。１１
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５４３２１外国生まれの教員や事務の方々のホスピタリティの講義は、新鮮に聞くことができた。１２
５４３２１外国生まれの教員や事務の方々のホスピタリティの講義は、有意義だった。１３
５４３２１ホスピタリティの自己診断の授業は、興味深く受けることができた。１４
５４３２１ホスピタリティの自己診断は、役に立つと思う。１５
５４３２１この授業で、他学科の人とおしゃべりする機会を持つことができた。１６
５４３２１この授業で他学科の人の意見を聞くことができて有意義だった。１７
５４３２１この授業で、教員の他に事務の方がお世話してくれたのは良かった。１８
５４３２１この授業で、事務の方が少し身近に思えるようになった。１９
５４３２１この授業の受講生数は適切だった。２０
５４３２１この授業では自分で考える時間を持つことができた。２１
５４３２１自分としては、この授業に積極的に参加した。２２
５４３２１ホスピタリティを理解するうえで、この授業は今までのところ合格点を与えることができる。２３
※マークシート自由記述欄へ
記入してください。「ホスピタリティ概論」を受講しての感想を書いてください。２４
※マークシート自由記述欄へ
記入してください。
「ホスピタリティ概論」の中で思いついた改善点があれば書いて
ください。２５
80
藤原俊幸，井上英也，松本欣弥，外１５名
参考資料④
ホスピタリティ概論担当者アンケート
　前期のホスピタリティ概論の実施にあたりましては、お忙しい中ご協力頂き有り難うございました。現在、
この実践についてのまとめを行っていますが、学生アンケートでは本授業に対しては、概ね好印象のようです。
これは、先生方や事務職員の方々の熱意の表れと思い、感謝しています。今後、詳細な分析を行い、来年度向
けた準備を行いたいと思っています。つきましては、ご担当されての印象やご意見をお聞きし、本授業をさら
に充実していこうと考えています。後期に入り何かとお忙しいこととは存じますが、調査にご協力下さいます
ようお願い申し上げます。回答に関しましては厳重に保管し、秘密保持に努めます。なお、この結果に関しま
しては、論文の中で引用させて頂きますが、個人が識別できる形では公表致しません。ご理解の上、お答え下
さい。（回答に関しては、最も適切と思われる選択肢の番号に○をつけて下さい。質問１１は、ご自由にお書き
下さい）
橋本健夫・井上英也　
１．ディプロマポリシーは良く理解されていますか。
　　①　十分理解している　②理解している　③余り理解していない　④全く理解していない
２．教職協働という言葉を理解していますか。
　　①　十分理解している　②理解している　③余り理解していない　④全く理解していない
３．当初担当されるときの気持ちをお知らせ下さい。
　　①　十分自信があった　②自信があった　③余り自信がなかった　④全く自信がなかった
４．担当後のお気持ちをお聞かせ下さい。
　　①　十分自信ができた　②多少自信ができた　③余り自信ができなかった　④未だに自信がない
５．担当中の学生の様子をお聞かせ下さい。
　　①　非常に素直に指示に従った　②素直に指示に従った　③指示に従うことは少なかった
　　④　全く指示に従わなかった
６．学生の取り組み状況についてお知らせ下さい。
　　①　常にまじめに取り組んでいた　②まじめに取り組んでいた　③まじめに取り組むことは少なかった
　　④　全くまじめではなかった
７．学生への指示や支援についての状況をお知らせ下さい。
①　何のわだかまりなく行えた　②若干わだかまりあったが行えた　　　③わだかまりがあり、行えない
ことが多かった　④全く行えなかった
８．学生との距離が近くなったでしょうか。
　　①　十分近くなった　②少し近くなった　③余り近くならなかった　④全く近くならなかった
９．本授業は、ホスピタリティの獲得に寄与したと思いますか。
　　①　十分寄与した　②寄与した　③余り寄与しなかった　④全く寄与しなかった
１０．教職協働での授業について意見をお聞かせ下さい。
　　①非常に意義を感じる　②意義は感じる　③余り意義を感じない　④全く意義を感じない
１１．本授業の今後に向けての改善点（事前研修、授業の展開、内容等）の意見を下さい。
